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論文審査結果の要旨 

本論文は、細菌の同定に広く使用されているマトリックス支援レーザ脱離イオン化飛行

時間型質量分析計（MALDI-TOF MS）を用い、βラクタム系抗菌薬の加水分解産物等を

測定することにより、通常 2～3 日かかる ESBLs 産生菌と感性菌の判別が、僅か 15 分で

可能であることを明らかにした。 
また、尿路感染症患者尿（模擬尿）の沈査より βラクタマーゼを抽出し、MALDI-TOF 

MS 装置で解析すると、上記の菌株を用いて実施した結果と同様に、培養することなく 15
～30 分程度で ESBLs 産生菌による感染か感性菌による感染かを判別できることを明ら

かにした。抗菌薬の構造変化を捉える本法は、新しい手法であり他の耐性菌の迅検出にも

繋がることが示唆され画期的な迅速検査法と言える。抗菌薬の適正使用に貢献するもので

ある。 
 
審査経過 
本論文は 3 名の審査委員により、先ず論文査読が行われ、その意見に従い修正した論文

で Zoom による口頭試問が行われた。いずれの審査委員からも独創性高く、意義ある成果

が得られているとの評価が得られた。今後の発展性も期待され、広い視野に立ったオリジ

ナリティの高い優れた研究論文であると認められことから、合格と判定された。 
尚、副論文は 2021 年英文誌 Global AMR 誌に発表された（J. Glob. Antimicrob. 

Resist. 27 (2021) 309-314.）。  
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